
令和７年度　 教育指導の重点及び学校経営計画

学校番号 5813 学校名 飛騨高山高等学校（通信制）

どんな生徒を
育てたいか
【ＧＰ】

生徒をどう
育てるか
【ＣＰ】

どんな生徒を
待っているか
【ＡＰ】

領域・分野 今　年　度　の　具　体　的　な　重　点　目　標

・向上心と、多様性を尊重する姿勢を持ち、周囲と協働しながら主体的に学ぶ意欲を持つ生徒
・自らの目標や希望を実現するために、主体的に学ぶ意欲のある生徒
・生徒会活動や学校行事及び他校との交流などに自主的に参加し、周囲とのより良い人間関係を築いていく意欲のある生徒

学習指導

生徒指導

進路指導

・不登校経験のある生徒やいろいろな困り感のある生徒が多く在籍し、学習支援に限らず、さまざまな支援を必要としている。

・自己肯定感が低く、特にコミュニケーションを苦手としている生徒が多い。

・在籍生徒のほとんどが10代であり、キャリアプランニングの支援が必要である。

教育指導の重点

・個に応じた支援の充実を図り、自己肯定感を高めさせることによって自ら学ぶ意欲や態度を育てます。

・安全・安心な環境づくりを進め、個に寄り添い、自己肯定感を高めるように努めます。

・自他の人格と生命を尊重し、健全な人間関係を築かせるとともに、社会性の育成に努めます。

社会的役割等
（ｽｸｰﾙ･ﾐｯｼｮﾝ）

学校教育目標
（教育方針）

「快活」「友愛」「創造」を校訓のもと、あらゆる機会を捉えて『自走できる生徒』を育成するとともに、価値観の多様性を認めて『互いを尊重できる生徒』を育成する。

生徒の多様性を尊重し、生徒の学びを保障する通信制高校として
一人一人に寄り添った「気長・丁寧・親切」な支援を通して
社会において自走できる人材の育成を目指す学校

学校の抱える課題

３つの方針
（ｽｸｰﾙ･ﾎﾟﾘｼｰ）

・課題の発見・解決能力を伸長するための「主体的・探究的な学び」の面接指導を推進
・「思考」「判断」「表現」の力を伸長し適切に評価するレポート課題の作成
・生徒の個性や長所を伸ばすためのカリキュラム編成と個に応じた細やかな指導の実施

・豊かな思考力と適切な判断力を身に付け、周囲と協働できる生徒
・互いの人格を尊重し、周囲と交流しながら、自らの役割と責任を果たせる生徒
・郷土を愛し、地域の発展のために地域や社会に貢献できる生徒

・「気長・丁寧・親切」を指導のモットーに、基礎基本を大切にして、社会人として必要な一般教養を身に付けさせます。

・望ましい勤労観・職業観を身に付けさせて、社会的自立を目指します。

・主体的に進路設計ができるように指導し、卒業後の進路実現を目指します。



年　　度　　目　　標 年　度　末　評　価（自　己　評　価）

領域
分野

県教育振興
基本計画での
位置付け

達成度の判断・判断基準
あるいは評価指標

評価
A.B.C.D

成果と課題
総合
評価
A.B.C.D

施策Ⅳ-23

施策Ⅱ-8

施策Ⅳ-21

施策Ⅱ-9

進路指導

施策Ⅱ-13

施策Ⅳ-23

施策Ⅰ-7

生徒指導

施策Ⅰ-3

学習指導

施策Ⅳ-23

施策Ⅰ-5

施策Ⅰ-1

３つの方針・具体的な重点目標の達成に必要な
具体的取組・方策

取組状況・実践内容
評価項目の達成状況等

添削指導（レポート）の内容を見直し、取り組みやすい内容に
改善します。評価基準を明確にし、丁寧な添削に努めます。

面接指導（スクーリング）や学習会を活用し、学習に困難を抱
える生徒に対してコミュニケーションを大切にし、粘り強く支
援します。

わかりやすい言葉での指導やICTの積極的な活用によって生徒が
主体となって活動できるように、面接指導の改善に努めます。

通級指導により、コミュニケーションに困難を抱える生徒に対
して生活自立に向けた支援を行います。

①生徒及び保護者を対象と
するアンケート
②生徒による授業評価アン
ケート
③スクーリング出席率、単
位修得率
④該当生徒及び所属校への
アンケート

進路ガイダンス及び進路説明会を実施して、生徒及び保護者の
進路意識を高めます。

面接指導（スクーリング）及び個別面談等を通して、自己の能
力・適性や可能性に気付かせるとともに、適時に進路情報を提
供します。

随時、進路相談を行って就労の実態や進路希望を把握し、学力
補充・面接指導など卒業後の進路を見据えた指導を個に応じて
実施します。

職業適性検査を実施し、職業に対する意識付けを行うとともに
外部模試等を実施し、学習状況を把握するための支援を行いま
す。

①生徒及び保護者を対象と
するアンケート・就業調査
②進路希望調査
③進路先決定状況
④職業適性検査、外部模試

生徒の主体性の伸長を図るため、学校行事・部活動・生徒会活
動の活性化を図り、生徒が自主的に活動できるように計画的な
指導・支援に努めます。

良好な対人関係の構築や社会性を育むために、あらゆる場面を
通してコミュニケーション能力の育成を図るとともに、職員間
での情報共有を徹底します。

①心のアンケート・いじめ
アンケート・生徒及び保護
者を対象とするアンケート
の実施と結果分析
②学校行事・生徒会活動の
参加率及び部活動加入者数
及び活動状況・大会成績
③職員会議・職員室での職
員間の情報共有

生徒の実態把握のための各種アンケートの実施・分析を行うと共に、懇談
を随時実施し、学級担任を中心に保護者や教科担任・特別支援コーディ
ネーターと連携して、生活及び学習の支援に努めます


